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これまでの検討経緯 
 令和２・３年度のアンケート調査では、風ぐるま利用者から「双方向ルート（ルートの変更）」「増便」「時間帯の拡大」の順

に要望が集中した。しかし、昨今社会的な問題となっている運転手不足の影響で現行の風ぐるまの提供時間の拡大につ

いては、運行事業者の対応が困難であった。そのため、「双方向ルート（ルートの変更）」「増便」に関する要望に応えるこ

とのできる方策を必要性、実現性、経済性等の観点から複数案を検討、協議し、令和４年度からサービス提供方法の見

直しを行った。 

 

１．新規ルートの実証運行（四谷ルート、神田ルート） 

 地域福祉交通として、現行ルートを継承しつつ、麹町方面、神田方面を短時間で往復する新規ルートを作成、実証運行

を５月８日（水）から開始した。短時間で往復するルートを設定することで、麹町、神田方面への外出時に乗車する運行便

の選択肢を増やすことができ、「双方向ルート」や「増便」を要望される方に多い「乗りたい時にちょうどよい運行便がな

い」といった声に応えることが出来る。さらに、新日本橋駅、日本橋三越周辺で中央区のバス停を共用し、公共交通機関

との乗り継ぎや買い物等の生活支援としての利便性の向上につながるよう停留所を設定した。 

■ 実証運行期間：令和６年５月８日（水） ～ 令和７年３月３１日（月） 

路線名 運行日（曜日） 
所要時間 

（１周あたり） 

停留所数 運行経路及び

時刻表  うち新規停留所 

四谷ルート 水曜日 ～ 日曜日 

運休：月曜日、火曜日 

約５０分 １７ ヶ所 ２ヶ所 
裏面のとおり 

神田ルート 約６０分 14 ヶ所 ６ヶ所 

 

実証運行開始に伴う広報等 

（１）運行ルート・時刻表刷新 

（２）車内音声ガイダンスによる新規ルートの周知 

（３）車内及びバス停へのチラシ掲示 

（４）広報千代田 

（５）千代田区ホームページ 

 

２．EV車両の導入 

 現行のディーゼル車７台のうち６台は平成 27年、１台については平成 30年から使用している。脱炭素化推進の観点

から次回の車両更新時における EVバス化の可能性を考慮し、新ルートの実証運行では、BYD社のＥＶバスを実験的に

導入した。 

新型車 EV車両 

車長、車幅、車高 6,990、2,080、3,060mm 

乗車定員 ３５人乗り：座席数１３席 

従来車 ディーゼル車両 

車長、車幅、車高 6,290、2,080、3,100mm 

乗車定員 ２４人乗り：座席数１４席（平成 27年） 

２６人乗り：座席数１２席（平成 30年） 
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運行経路（四谷ルート、神田ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時刻表 

 


